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２
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２
０
年
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卒
業
・
新
理
事
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

69
期
理
事　

江え
じ
り
ま
こ

尻
真
子　
　

　
　

こ
の
度
、
69
期
の
理
事
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
江
尻
真
子
と
申
し
ま
す
。

　
　

学
部
生
の
間
は
、
硯
心
会
の
先
輩
方
に
は
学
年
展
や
専
攻
展
に
足
を
運
ん

　

で
い
た
だ
き
、
作
品
面
・
展
示
面
等
様
々
な
場
面
に
お
い
て
薫
陶
を
受
け
、

　

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

今
後
は
、
東
京
学
芸
大
学
書
道
科
・
書
道
専
攻
を
卒
業
し
た
一
員
と
し
て
、

　

先
輩
方
の
お
力
添
え
が
で
き
ま
す
よ
う
、
微
力
な
が
ら
硯
心
会
の
発
展
に
尽

　

力
し
て
参
り
ま
す
。
至
ら
ぬ
点
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

　

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

卒
業
記
念
展
の
ご
報
告

　　
　

令
和
３
年
２
月
９
日
（
火
）
〜
２
月
12
日
（
金
）
の
期
間
、
東
京
芸
術
劇

　

場
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
に
て
令
和
２
年
度
卒
業
生
（
69
期
）
卒
業
記
念
展
を

　

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

　

大
学
へ
通
う
こ
と
も
叶
わ
ず
、
卒
業
記
念
展
の
開
催
も
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
う
い
っ
た
状
況
下
で
、
四
年
間
の
集
大
成
と
し
て
の
書
作
品
を
制
作
し
、

　

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
計
50
点
以
上
も
の
作
品
を
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　

し
た
。
硯
心
会
の
先
輩
方
に
は
ご
来
場
い
た
だ
き
、
お
花
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、

　

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
69
期
と
し
て
お
こ
な
う
展
覧
会
は
こ
れ
で
一

　

区
切
り
と
な
り
ま
す
が
、
今
後
は
硯
心
会
の
一
員
・
同
期
生
と
し
て
関
わ
り

　

合
い
、
先
輩
方
と
も
交
流
を
も
て
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　

教
職
大
学
院
で
の
学
び
を
経
て

60
期　

松
原
直
也　

　

こ
の
３
月
学
芸
大
学
の
教
職
大
学
院
を
無
事
修
了
し
た
節
目
に
、
寄

稿
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
、
大
学
卒
業
か
ら
こ
れ

ま
で
を
振
り
返
り
、
ま
た
新
た
な
気
持
ち
で
取
り
組
む
力
に
繋
げ
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
大
学
卒
業
後
学
芸
大
学
の
大
学
院
に
進
学
を
決
め
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
予
期
せ
ぬ
こ
と
で
家
庭
の
事
情
が
変
わ
り
、
地
元
へ
戻

る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
後
２
年
間
勤
務
し
、
大
学
院
へ
戻
る

環
境
が
整
い
、
再
び
上
京
と
な
り
ま
し
た
。
大
学
院
に
戻
り
す
ぐ
地
元

で
書
道
の
採
用
が
あ
り
、
無
事
地
元
に
戻
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
大

学
院
は
中
退
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
当
時
は
大
変
悩
み
ま
し
た
。
そ

の
後
、
現
任
校
で
勤
務
す
る
中
で
、
次
第
に
中
退
し
た
大
学
院
へ
の
後

悔
が
増
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、
学
芸
大
学
の
教
職
大
学
院
が

新
た
な
形
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
耳
に
し
、
受
験
し
進
学
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
採
用
さ
れ
て
４
年
の
私
は
派
遣
の
対
象
で
も
な
い
た
め
、

大
学
院
進
学
休
業
制
度
を
利
用
し
、
三
度
目
の
上
京
を
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

教
職
大
学
院
で
は
、
自
ら
の
経
験
が
い
か
せ
る
部
分
も
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
上
に
２
年
間
講
義
や
現
職
院
生
、
学
卒
院
生
そ
れ
ぞ
れ
の

新
た
な
学
び
は
大
き
く
、
視
野
が
広
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
紆
余
曲

折
あ
り
ま
し
た
が
、今
春
か
ら
再
び
教
壇
に
戻
れ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。

　

２
年
後
に
は
、
地
元
で
大
き
な
大
会
を
控
え
、
校
務
と
の
両
立
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
常
に
謙
虚
な
姿
勢
を
忘
れ
ず
、
新
た
な
気

持
ち
で
邁
進
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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２
０
２
０
年
度
春
季
理
事
会
報
告

　

     
日 
時 

２
０
２
１
年
３
月
６
日
（
土
）

　
　

        　

14
時
～
16
時

　

      

場 
所 
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

１　

長
野
秀
章
会
長
あ
い
さ
つ

２　

加
藤
泰
弘
理
事
長
あ
い
さ
つ

３　

本
部
事
務
局
よ
り

①
本
日
の
出
欠
席
に
つ
い
て

②
新
部
局
員
に
つ
い
て

　

理
事
長
よ
り
、
書
展
部
に
近
藤
は
る
か
、　

林
美
月
、 

中
村
学
行
、
永
田
明
（
敬
称
略
）

の
加
入
報
告
が
あ
っ
た
。

４　

報
告
事
項

① 

第
39
回
硯
心
会
書
展
に
つ
い
て

   （
殿
村
美
奈
子
部
長
）

　

出
品
者
数　

74
名
（
前
回
展
１
０
１
名
）

作
業
分
担　

記
載
省
略

▼
変
更
点
、
反
省

・
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
出
品
者
数
の
減
少
（
27

名
減
少
）

・
会
計
業
務
の
簡
略
化　

・
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
実
施

② 

第
44
回
学
芸
書
道
全
国
展
に
つ
い
て　

   （
西
澤　

憂
部
長
）

・
人
数
を
最
小
限
で
お
こ
な
っ
た
こ
と
も　

あ
り
、
各
作
業
の
十
分
な
チ
ェ
ッ
ク
が
お
こ

え
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
ミ
ス
が
あ
っ

た
。（
現
在
も
対
応
中
）

・
次
年
度
以
降
は
、
個
人
に
よ
る
出
品
は
認

め
な
い
、
複
数
団
体
か
ら
の
出
品
に
つ
い

て
の
今
後
の
検
討
に
つ
い
て
も
報
告
が
あ

っ
た
。

③ 

本
部
事
務
局
よ
り
（
草
津
祐
介
）

・
今
年
度
以
降
の
会
計
報
告
に
つ
い
て
、
残

高
証
明
の
添
付
を
し
た
う
え
で
監
査
お
よ

び
会
計
報
告
を
す
る
こ
と
を
、
各
会
計
に

お
願
い
し
た
。

・
福
田
み
ど
り
理
事
か
ら
の
情
報
提
供
に
つ

い
て
紹
介
。

・
今
後
の
理
事
会
資
料
の
事
前
送
付
に
つ
い

て
の
方
針
説
明
。（
詳
細
略
）

・
本
年
度
の
東
京
学
芸
大
学
書
道
専
攻
卒
業

制
作
展
に
、
同
窓
会
よ
り
お
花
を
送
っ
た
。

今
後
も
同
様
に
送
っ
て
い
き
た
い
。

④ 

名
簿
発
行
に
つ
い
て
（
草
津
祐
介
）

　

予
定
通
り
名
簿
を
発
行
し
た
。

⑤ 

会
計
監
査
報
告

⑥ 

交
流
展
に
つ
い
て
（
後
援
事
業
）

　

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
の
影
響
に

よ
り
延
期
と
な
っ
た
。

５　

審
議
事
項

①
２
０
２
１
年
度
の
行
事
に
つ
い
て

   （
理
事
長
、
本
部
・
草
津
祐
介
）

・
２
０
２
１
年
度
は
８
月
14
日
（
土
）
～

21
日
（
土
）
に
東
京
都
美
術
館
一
階
第
四

公
募
展
示
室
に
て
、
学
芸
書
道
全
国
展
を

開
催
し
、
審
査
員
の
展
覧
会
と
い
う
位
置

づ
け
で
硯
心
会
書
展
を
開
催
す
る
。（
16
日

（
月
）
は
休
館
日
）

　

会
場
は
入
口
す
ぐ
か
ら
の
半
分
を
学
芸

書
道
全
国
展
、
後
半
半
分
を
硯
心
会
書
展

が
使
用
。
突
き
当
り
の
ス
ペ
ー
ス
を
企
画

展
に
使
用
す
る
。

・
同
期
展
は
杉
山
勇
人
理
事
の
50
期
に
お
願

い
す
る
。

・
合
同
懇
親
会
は
、
第
40
回
を
記
念
し
８
月

21
日
（
土
）
18
時
か
ら
開
催
予
定
で
あ
る

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
の
状
況
を
み
な
が

ら
、
６
月
末
に
開
催
の
是
非
を
判
断
し
通

知
す
る
。

・
２
０
２
１
年
度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
、
理
事
の
皆
様
に
は
７
月
22
日
の
作
品

審
査
、８
月
13
日
搬
入
、８
月
21
日
理
事
会
、

総
会
、
懇
親
会
（
開
催
の
場
合
）、
搬
出
に

つ
い
て
、
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

・
２
０
２
２
年
度
以
降
５
年
間
は
８
月
22
日

～
30
日
の
週
に
て
東
京
都
美
術
館
２
階
第

４
展
示
室
の
予
約
が
と
れ
た
。

② 

硯
心
会
書
展
記
念
行
事
に
つ
い
て

　
（
岩
切　

誠
副
会
長
・
実
行
委
員
長
）

展
覧
会
の
開
催
に
合
わ
せ
、「
特
別
企

画　

草
創
期
教
官
の
書
」
を
開
催
、
展
示

す
る
。
そ
こ
で
は
、
草
創
期
の
教
官
の
書

作
品
を
展
示
し
、
写
真
、
略
歴
な
ど
の
パ

ネ
ル
、年
表
パ
ネ
ル
等
を
展
示
す
る
。ま
た
、

冊
子
を
作
成
す
る
。
冊
子
は
作
品
、
略
歴
、

文
章
、
思
い
出
の
記
（
～
10
期
）、
思
い
出

写
真
等
を
掲
載
す
る
。

③ 

第
40
回
硯
心
会
書
展
に
つ
い
て

　
（
殿
村
美
奈
子
部
長
）

・
作
品
規
定
の
サ
イ
ズ
に
つ
い
て
、
横
幅
１

メ
ー
ト
ル
と
あ
る
が
、
６
尺
の
横
展
開
を

飾
れ
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
→
部

局
で
検
討
す
る
。（
そ
の
後
の
検
討
で
横
幅

２
メ
ー
ト
ル
と
し
た
）

・
折
帖
、
巻
子
等
、
ケ
ー
ス
等
で
展
示
す
る

も
の
に
つ
い
て
、
要
項
に
記
載
は
必
要
な

い
か
。
→
要
項
に
記
載
し
、
出
品
票
に
欄

を
つ
く
る
。

・
新
卒
１
年
目
に
つ
い
て
は
、
硯
心
会
に
な

じ
ん
で
も
ら
う
と
い
う
意
味
で
も
、
出
品

料
を
無
料
に
し
た
い
。
→
承
認

・
買
取
パ
ネ
ル
に
つ
い
て
表
具
価
格
表
に
記

載
が
な
い
の
で
確
認
し
て
ほ
し
い
。

④ 

第
45
回
学
芸
書
道
全
国
展
に
つ
い
て　

・
前
回
理
事
会
で
ご
意
見
の
あ
っ
た
作
品
サ

イ
ズ
お
よ
び
出
品
料
に
つ
い
て
は
、
今
回
、

会
場
が
東
京
都
美
術
館
に
う
つ
る
と
い
う

こ
と
で
、
そ
の
対
応
に
集
中
す
る
た
め
、

次
回
に
向
け
て
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

・
今
回
は
第
45
回
と
い
う
こ
と
で
「
第
45
回

展
記
念
賞
」
を
授
与
し
た
い
。

・「
文
部
科
学
大
臣
賞
」
に
つ
い
て
は
、
今

年
申
請
を
し
た
い
。（
本
部
）
→
授
与
さ
れ

る
か
ど
う
か
未
知
で
あ
る
た
め
、
今
回
の

要
項
に
は
授
与
し
な
い
。

⑤ 

交
流
展
に
つ
い
て

今
年
度
の
三
国
展
に
つ
い
て
は
、
北
京

に
て
開
催
予
定
で
あ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

流
行
の
状
況
を
見
つ
つ
、
最
終
的
な
判
断

は
８
月
末
に
は
判
断
を
し
た
い
。

開
催
の
場
合
、
例
年
通
り
の
後
援
を
お

願
い
し
た
い
。
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会
員
動
向

廣
瀨
裕
之
（
29
期
・
副
会
長
）

『
増
補
版 

刻
さ
れ
た
書
と
石
の
記
憶
』

（
武
蔵
野
大
学
出
版
社
）

　

日
本
に
碑
文
化
が
伝
わ
っ
た
後
、
日
本

で
は
中
国
と
は
大
き
く
違
う
タ
イ
プ
の
碑

が
多
く
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

れ
が
文
学
碑
で
あ
り
記
念
碑
で
あ
る
。
本

書
は
、
武
蔵
野
市
玉
川
上
水
沿
い
の
文
学

碑
、
記
念
碑
に
つ
い
て
、
文
献
と
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
と
い
う
手
法
に
よ
っ
て
研
究

し
た
も
の
で
あ
る
。
碑
の
建
て
ら
れ
た
背

景
、
銘
文
の
内
容
だ
け
で
な
く
、「
書
」
そ

の
も
の
や
「
刻
」
さ
ら
に
は
「
石
」
に
つ

い
て
も
論
究
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
本
書

の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

本
書
を
読
ん
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
の

が
、「
第
三
章　

松
本
訓
導
殉
難
碑
考
」「
五
、

採
拓
作
業
」
で
あ
る
。
採
拓
の
許
可
を
と

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
採
拓
の
様
子
ま
で
、

　

硯
心
会
書
展
出
品
の
お
願
い　

　

２
０
２
１
年
度
の
硯
心
会
書
展
に
つ
い
て
、

８
月
14
日
（
土
）
～
21
日
（
土
）、
東
京
都
美

術
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
サ
イ
ズ
、
出
品
料

は
次
の
通
り
。

・
サ
イ
ズ
お
よ
び
出
品
料

　
表
装
後
サ
イ
ズ　
横
２
ｍ
×
縦
４
ｍ
以
内

区
分

出
品
料

　

一
般

２
万
円

　

卒
業
後
３
年
以
内

　

院
生
お
よ
び
研
究
生

１
万
円

　

新
卒
生

　
（
卒
業
後
１
年
目
）

無　

料

・
締
め
切
り　
６
月
30
日
（
水
）
必
着

出
品
要
項
、
出
品
票
は
、http://kenshinkai.

grupo.jpkenshinkaishoten

（
以
下
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
も
接
続
可
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、

ま
た
は
、
事
務
局
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
ご

出
品
何
卒
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

❖

　
学
芸
書
道
全
国
展
出
品
団
体
募
集

　

２
０
２
１
年
度
の
学
芸
書
道
全
国
展
に
つ
い

て
、次
の
要
領
に
て
児
童・生
徒
（
全
国
小
学
校・

中
学
校
・
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
・
特
別

支
援
学
校
の
児
童
及
び
生
徒
）
の
作
品
を
募
集

い
た
し
ま
す
。
教
え
て
い
ら
し
ゃ
る
児
童
・
生

徒
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
ま
ち
し
て
お
り
ま

す
。

受
付
期
間　
７
月
12
日
（
月
）
～
17
日
（
土
）　　

　
　
　
　
　
要
項
指
定
の
郵
送
方
法
に
限
る

サ
イ
ズ　
半
紙
、
半
切
（
縦
長
使
用
）

整
理
費　
半
紙
５
０
０
円
、
半
切
１
０
０
０
円

審
査
会　
７
月
22
日
（
木
・
祝
）
10
時
30
分
～

　
　
　
　
東
京
都
美
術
館
審
査
室
に
て　
　
　

 

審
査
員　
硯
心
会
会
員
・
出
品
団
体
責
任
者

　

個
人
賞
と
し
て
東
京
学
芸
大
学
学
長
賞
等
を

授
与
す
る
他
、
す
べ
て
の
出
品
作
品
に
賞
状
が

授
与
さ
れ
、
出
品
作
品
は
原
則
す
べ
て
返
却
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
優
秀
な
団
体
に
は
団
体
賞

を
授
与
し
ま
す
。

　

出
品
書
類
一
式
の
請
求
に
つ
い
て
は
、

⑥ 
そ
の
他

　

今
年
も
、
昨
年
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
下
で
の
運
営
と
な
る
。

今
回
ご
承
認
い
た
だ
い
た
件
に
つ
い
て
も
、

理
事
長
の
判
断
に
よ
り
、
急
な
状
況
の
変

化
に
対
応
す
る
た
め
に
変
更
等
す
る
場
合

が
あ
る
こ
と
を
お
認
め
い
た
だ
き
た
い
。

（
本
部
・
草
津
）

６　

岩
切　

誠
副
会
長
あ
い
さ
つ

❖

http://kenshinkai.grupo.jp/seikyu

（
以
下
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
接
続
で
き
ま
す
）
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
ま
た
は
、
事
務
局
ま
で
ご

請
求
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

❖

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
「
生
」
が
伝
わ
っ

て
き
た
。
本
書
か
ら
は
研
究
の
「
生
」
が

伝
わ
っ
て
く
る
。

　

本
書
を
読
ん
で
、
身
近
に
あ
る
碑
文
化

に
触
れ
ず
に
散
歩
に
出
か
け
、
碑
の
記
憶

を
探
り
に
出
か
け
て
ほ
し
い
。（
編
集
担
当
）

　

構
成

第
一
章 

国
木
田
独
歩
・
三
鷹
駅
北
口
詩
碑
考

第
二
章 

国
木
田
独
歩
・
桜
橋
畔
文
学
碑
考

第
三
章 

松
本
訓
導
殉
難
碑
考

第
四
章 

桜
樹
接
種
碑
考
－
小
金
井
桜
と

           

下
田
半
兵
衛
・
賀
陽
玄
雪
の
書

　

増
補
版　

刻
さ
れ
た
書
と
石
の
記
憶

　

廣
瀨
裕
之　

著

　

武
蔵
野
大
学
出
版
会

　

２
０
２
０
年
12
月
４
日

　

２
５
０
０
円
（
本
体
）

　

ご
注
文
は
全
国
の
書
店
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
書
店
か
ら
可
能
で
す
。



硯心会だより　第７号

(4)

　

各
硯
心
会
書
展
開
催
予
定

　

第
43
回
埼
玉
硯
心
会
書
作
展

　

令
和
３
年
８
月
９
日
（
月
）
～
12
日
（
木
）

　

埼
玉
会
館
第
三
展
示
室
（
予
定
）

　

第
15
回
群
馬
硯
心
会
書
展

　

令
和
４
年
１
月
７
日
（
金
）
～
11
日
（
火
）

　

高
崎
シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
等
の　
　

社
会
情
勢
に
よ
り
右
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

個
展
・
同
期
展
開
催
案
内

　

こ
れ
か
ら
開
催
予
定
の
硯
心
会
会
員
に

よ
る
個
展
・
同
期
展
の
情
報
を
紹
介
い
た

し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
の

状
況
に
よ
り
、
掲
載
内
容
が
変
更
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
28
期
高
橋
敏
行
氏
の
個
展
開
催
案
内

　

以
下
の
通
り
、
開
催
が
変
更

高
橋
敏
行
書
作
展

２
０
２
１
年
７
月
19
日（
月
）～
25
日　
（
日
）

10
時
～
19
時

（
初
日
13
時
よ
り
、
最
終
日
18
時
ま
で
）

発 
 

行　

⦿
硯
心
会
本
部　

〠
１
８
４
―
８
５
０
１

　
　
　
　

 
 

東
京
都
小
金
井
市
貫
井
北
町
４
―
１
―
１

　
　
　
　

 
 

東
京
学
芸
大
学　

加
藤
泰
弘
研
究
室

編　

集　

⦿
硯
心
会
事
務
局　

〠
１
２
４
―
０
０
１
１

　
　
　
　

 
 

葛
飾
区
四
つ
木
４
―
４
―
12　

草
津
祐
介

　
　
　
　

 
 

メ
ー
ル　

u
s
k
9
3
2
@
h
o
t
m
a
i
l
.co.jp

硯
心
会
HP　

http://kenshinkai.grupo.jp

硯心会ＨＰ

船
橋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
三
階 

第
四
展
示
室

（
船
橋
市
本
町
２
‐
１
‐
１ 

ス
ク
エ
ア
ビ

ル
３
階
）

※
最
寄
り
駅
Ｊ
Ｒ
船
橋
駅
、
京
成
船
橋
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
❖

　

展
覧
会
（
個
展
、
同
期
展
）
の
開
催
予

告
、開
催
報
告
、出
版
等
の
情
報
を
事
務
局
・

草
津
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
メ
ー
ル
で

ご
連
絡
で
返
事
が
な
い
場
合
は
お
手
数
で

す
が
郵
送
等
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
次

号
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

❖

　

訃
報

　

小
松　
　

進    　
　
　
　

 　

32
期

　

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

❖

編
集
後
記　
「
硯
心
会
だ
よ
り
」
第
７
号
を

お
届
け
し
ま
す
。
最
近
は
外
出
の
機
会
が

大
幅
に
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
当
た
り

前
で
あ
っ
た
日
常
の
価
値
を
改
め
て
感
じ

る
日
々
。
皆
様
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
８
月

に
都
美
で
会
え
る
こ
と
に
期
待
し
て
。

阿
部　

浩
（
33
期
）

『
良
寛
物
語 

手
毬
と
鉢
の
子
』（
北
越
出
版
）

―
―
新
潟
県
在
住
の
阿
部
氏
が
２
０
１
０

年
の
暮
「
来
年
は
良
寛
没
後
１
８
０
年
」

と
い
う
こ
と
で
、
新
美
南
吉
の
『
良
寛
物

語　

手
毬
と
鉢
の
子
』
の
復
刊
を
志
し
、

３
年
を
経
て
実
現
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　

巻
末
に
は
、
30
頁
ほ
ど
阿
部
氏
に
よ
る

作
品
解
説
と
お
な
じ
み
「
上
州
屋
」
の
看

板
四
種
、「
小
川
未
明
・
宮
澤
賢
治
と
良
寛
」

の
考
察
が
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

阿
部
氏
の
郷
土
愛
、
書
と
文
学
へ
の
熱

い
思
い
を
皆
さ
ん
に
お
伝
え
で
き
れ
ば
う

れ
し
い
で
す
。（
福
田
み
ど
り
・
32
期
理
事
）

　

小
学
校
５
年
生
の
こ
ろ
、図
書
館
に
あ
っ

た
新
美
南
吉
全
集
読
破
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
ま
し
た
。
第
４
巻
の
半
分
は
『
良
寛

物
語　

手
毬
と
鉢
の
子
』
と
い
う
長
編
で

し
た
。
一
般
に
知
ら
れ
て
い
な
い
作
品
で

す
が
、
内
容
の
良
さ
と
我
が
越
後
の
先
人

と
い
う
こ
と
で
、
心
に
残
り
続
け
ま
し
た
。

　

２
０
１
３
年
前
後
が
良
寛
没
後
・
南
吉

生
誕
の
節
目
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
、
地

元
出
版
社
に
復
刊
を
提
案
し
ま
し
た
が
、

実
現
せ
ず
、
自
費
復
刊
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
１
年
半
か
け
て
本
文
と
僭
越
な
が

ら
の
解
説
を
入
力
し
、
５
０
０
部
刊
行
し

ま
し
た
。
半
年
で
完
売
し
、
南
吉
生
誕

１
０
１
年
記
念
展
に
は
記
念
館
内
に
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
に
感
謝
で
す
。

　

拙
編
は
現
在
古
書
で
し
か
入
手
で
き
ま

せ
ん
。
ご
興
味
あ
る
方
は
以
下
に
連
絡
く

だ
さ
い
。
解
説
部
分
の
コ
ピ
ー
を
お
送
り

い
た
し
ま
す
。

阿
部　

浩
（
33
期
、
新
潟
県
上
越
市
立
直

江
津
東
中
学
校
教
諭
）

０
９
０
―
２
６
４
５
―
２
３
１
７
（
16
時

半
以
降
の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
）

　
　
『
良
寛
物
語　

手
毬
と
鉢
の
子
』

　
　

阿
部　

浩　

編

　
　

２
０
１
３
年
６
月
１
日
発
行

　
　

北
越
出
版
、
Ａ
５
判
２
３
８
頁

　
　

１
８
０
０
円
（
本
体
）

写真左は本稿紹介のもの。
写真右側は、異なる本文テキストで後日刊行された
中日新聞社のもの。


